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調
布
市
文
化
協
会
の
役
員
を
は
じ
め
と
す
る
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
調
布
市
の
文
化
芸
術
振
興
の
発
展
に
寄
与

い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
調
布
市
で
は
（
仮
称
）
調
布
市
文
化
芸
術
推
進
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
過
日
、
第
一
回
の
策
定
検
討
委
員
会

を
終
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
策
定
委
員
会
に
は
文
化
協
会
よ
り
委
員
と

し
て
出
席
い
た
だ
き
、
長
年
に
わ
た
る
市
内
に
お
け
る
文
化
芸
術
活

動
の
視
点
か
ら
、
ま
た
文
化
協
会
を
代
表
さ
れ
た
広
い
視
野
に
お
け

る
ご
意
見
を
頂
戴
し
、
事
務
局
で
あ
る
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
幸
甚

に
存
じ
、
策
定
に
生
か
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
本
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
の
背
景
に
は
、
文
化
協
会
の
皆
様
が
長
年
培
わ
れ
た
調
布
市

文
化
芸
術
へ
の
取
組
に
加
え
、
市
制
施
行
六
十
周
年
の
際
に
発
出
し

た
「
豊
か
な
芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
育
む
街
づ
く
り
宣
言
」

に
基
づ
き
、
多
様
な
主
体
と
の
連
携
の
も
と
、
様
々
な
文
化
芸
術
に

係
る
取
組
を
継
続
し
、
展
開
し
て
き
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
経
過
・
背
景
を
踏
ま
え
、
文
化
芸
術
の
推
進
に
向
け
た

取
組
を
体
系
的
に
整
理
す
る
と
と
も
に
、
関
連
分
野
と
の
連
携
に
向

け
た
検
討
を
図
り
な
が
ら
、
今
後
も
、
発
展
的
に
文
化
芸
術
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、
文
化
芸
術
基
本
法
及
び
障
害
者
に
よ
る

文
化
芸
術
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
計
画
を
策
定
し

て
参
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
来
年
は
市
制
施
行
七
十
周
年
と
と
も
に
毎
年
皆
様
に

ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
「
調
布
市
民
文
化
祭
」
も
節
目
の
七
十

回
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
長
き
に
わ
た
り
交
流
を
続

け
て
い
た
だ
い
て
い
る
長
野
県
木
島
平
村
と
の
姉
妹
都
市
盟
約
も

四
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
記
念
と
な
る
来
年

度
に
向
け
、
皆
様
と
と
も
に
、
こ
の
調
布
を
活
気
の
あ
る
笑
顔
に

満
ち
溢
れ
た
ま
ち
に
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
事
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
四
月
に
本
職
に
着
任
す
る

こ
と
と
な
り
、「
た
だ
い
ま
」
の
感
覚
で
お
り
ま
す
。
係
長
時
代

に
文
化
協
会
様
の
事
業
を
担
当
し
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
、
課
長
時
代
に
は
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

振
興
財
団
で
文
化
協
会
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
、
そ
し
て
ま
た

人
事
の
め
ぐ
り
あ
わ
せ
で
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
「
ご
縁
」
を
貴
重
な
財
産
と
捉
え
、こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、

文
化
芸
術
の
更
な
る
振
興
に
向
け
、
誠
心
誠
意
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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第
58
回
　
定
期
総
会
開
催
さ
れ
る

　

第
58
回
定
期
総
会
が
上
記
の
通
り
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
内
輝
雄
会
長
の

挨
拶
に
続
き
、
ご
来
賓
と
し
て
出
席
い

た
だ
い
た
田
中
健
調
布
市
副
市
長
並
び

に
内
藤
美
貴
子
調
布
市
議
会
副
議
長
か

ら
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　

議
長
に
い
け
ば
な
連
盟
の
斎
藤
幸
司

氏
、
書
記
に
は
文
化
協
会
の
平
野
美
樹

氏
が
指
名
さ
れ
、議
事
に
入
り
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

　

２
０
２
３
年
度
事
業
報
告

第
２
号
議
案

　

２
０
２
３
年
度

　

①
一
般
会
計
決
算
報
告

　

②
会
計
監
査
報
告

第
３
号
議
案　

文
化
協
会
役
員
改
選

　

大
内
輝
雄
会
長
以
下
、
下
記
の
役
員

　

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案

　

２
０
２
４
年
度
事
業
計
画
（
案
）

第
５
号
議
案

　

２
０
２
４
年
度
一
般
会
計
予
算（
案
）

　

各
々
に
つ
い
て
担
当
者
か
ら
報
告
が

　

行
わ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　　2024 年度

　　　　　調布市文化協会第 58 回定期総会
　　日　時　2024 年 4 月 25 日（木）18：00 ～ 19：00

　　会　場　調布市文化会館たづくり 12 階大会議場

　　出席者　66 人　委任状 15 人　欠席者 5 人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（構成員 86 人）

　　議　長　斎藤　幸司　氏（いけばな連盟）

調
布
市
文
化
協
会

　
　
　

 

令
和
６
年
度
役
員

[

会
長]

　

大
内　

輝
雄
（
民
謡
連
盟
）

[

副
会
長]

　

榎
本　

和
江
（
い
け
ば
な
連
盟
）

　

平
野　

美
樹
（
民
謡
舞
踊
好
友
会
）

[

事
務
局
長][

兼
務]

　

榎
本　

和
江
（
い
け
ば
な
連
盟
）

[

会
計]

　

井
上　

正
昭
（
民
謡
連
盟
）

　

村
田　

由
美
（
民
謡
舞
踊
好
友
会
）

[

庶
務]

　

黒
岩　

慧
美
子
（
工
芸
美
術
協
会
）

　

遠
藤　

和
宏
（
囲
碁
連
盟
）

　

是
永　

志
津
子（
歌
謡
同
好
会
連
盟
）

　

渡
辺　

修
一
（
美
術
協
会
）

[

会
計
監
査]

　

鈴
木　

ゑ
み
（
大
正
琴
連
盟
）

　

上
澤　

博
（
写
真
連
盟
）

[

退
任
役
員]

　

粕
谷　

和
子
（
書
道
連
盟
）

　

富
田　

雅
美
（
洋
舞
協
会
）

　

峯
岸　

誠　

  （
歌
謡
同
好
会
連
盟
）

　

第
58
回
定
期
総
会
を
も
っ
て
退
任
、

長
年
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。



　
　

調
布
市
長
と
語
る
文
化
懇
談
会
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音
楽
祭
を
十
二
月
に
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル

で
行
う
予
定
で
あ
る
と
の
話
が
あ
っ
た

他
、
い
け
ば
な
連
盟
や
美
術
協
会
か
ら

南
北
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
要
望
に
つ
い
て
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

長
友
市
長
に
は
文
化
協
会
の
、
各
団

体
の
活
動
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
要
望

に
つ
い
て
関
係
部
署
に
お
伝
え
い
た
だ

く
事
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
度
が
市
制

七
十
周
年
に
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に

向
け
て
の
調
布
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
市
長
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。
市
長
か

ら
は
、
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
十
年
）

に
調
布
市
に
な
っ
た
。
同
じ
年
に
木

島
平
も
村
に
な
っ
て
お
り
文
化
交
流
も

四
十
年
に
な
り
ま
す
。
調
布
の
駅
前
広

場
の
工
事
が
来
年
度
終
了
し
中
心
市
街

地
の
街
づ
く
り
が
い
よ
い
よ
完
成
し
ま

す
。
市
制
七
十
周
年
の
記
念
に
向
け
て

今
年
の
初
め
か
ら
様
々
な
検
討
を
行
っ

て
い
る
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
又
、

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
の
建
替
え
に
つ
い
て

は
、
諸
問
題
の
検
討
に
苦
労
し
て
い
る

が
来
年
に
向
け
て
検
討
を
進
め
計
画
を

固
め
た
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

毎
年
、
長
友
市
長
か
ら
の
率
直
で
丁
寧

な
説
明
を
受
け
て
、
調
布
市
の
文
化
活

動
の
現
在
と
今
後
に
つ
い
て
思
い
を
新

た
に
す
る
貴
重
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
で
す
。

　

七
月
二
日
（
火
）
た
づ
く
り
十
階
の

学
習
室
に
於
い
て
調
布
市
長
と
文
化
協

会
理
事
が
一
堂
に
会
し
調
布
の
文
化
に

つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
長
友
貴
樹
市
長
と
文
化
協
会
理

事
三
十
五
名
が
出
席
し
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
懇
談
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
長
友
市
長
か
ら
、
長
い
コ
ロ

ナ
禍
が
終
わ
り
色
々
な
行
事
が
目
白
押

し
で
あ
る
、
以
前
の
活
気
を
取
り
戻
し

た
い
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
文
化
協
会
か
ら
長
友
市
長
に
最

近
の
動
き
に
つ
い
て
、
以
下
の
報
告
を

致
し
ま
し
た
。
六
月
二
日
、
三
日
に
開

催
さ
れ
た
館
林
市
と
の
文
化
交
流
会
の

報
告
が
あ
り
、
続
い
て
実
技
講
座
の
報

告
が
各
団
体
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
民
謡

舞
踊
好
友
会
か
ら
は
六
月
三
十
日
に
行

わ
れ
た
六
十
周
年
記
念
公
演
と
六
月
四

日
・
十
一
日
に
行
わ
れ
た
実
技
講
座

が
充
実
し
た
形
で
終
わ
っ
た
と
の
報
告

と
駅
前
で
の
盆
踊
り
を
再
開
し
て
欲
し

い
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
囲
碁

連
盟
か
ら
五
月
十
日
、
二
十
四
日
、
六

月
七
日
の
三
回
行
わ
れ
た
実
技
講
座
を

実
施
し
た
こ
と
、
地
域
活
動
と
し
て
第

六
中
学
校
で
定
期
的
に
コ
ー
チ
指
導
を

行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
音
楽
連
盟
か
ら
は
、
電
通
大
音

楽
部
と
一
般
市
民
で
の
大
規
模
な
合
同

第
69
回

　
調
布
市
民
文
化
祭
の
ご
案
内

　
開
催
期
間

　

 

10
月
17
日
（
木
）
～
11
月
17
日
（
日
）

　
今
回
の
テ
ー
マ

　

 「
広
が
る
出
会
い　

文
化
の
チ
カ
ラ
」

　
開
会
式

　

 

10
月
17
日
（
木
）
18
時
～

　

 

文
化
会
館
た
づ
く
り

　

 　
　
　
　

く
す
の
き
ホ
ー
ル

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

 「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る

 

名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

 

小
川　

恭
子
さ
ん
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

　

 

五
十
嵐　

薫
子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

　
演
奏
曲
目

　

 

①
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー

　
　

コ
レ
リ
ル
の
主
題
に
よ
る
変
奏
曲

　

 

②
山
田
耕
作

　

 　

赤
と
ん
ぼ
（
森
円
花
編
曲
）

　
 

③
リ
ス
ト

　
 　

ラ
・
カ
ン
パ
ネ
ラ
（
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
）

　

 
④
フ
ラ
ン
ク

　

 　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ

　

 

⑤
モ
ン
テ
ィ

　

 　

チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ

文
化
フ
ェ
ス
タ

　
期
日

　

10
月
19
日
（
土
）・
10
月
20
日
（
日
）

　
会
場

　

調
布
市
役
所
前
庭

　
大
会
発
表　

 

　

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
公
開
運
用

　
展
覧
・
展
示　

 

　

調
布
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
展

　
実
技
コ
ー
ナ
ー　

 

　

い
け
ば
な
体
験

　

囲
碁
対
局
体
験
指
導

　

押
し
花

　

マ
グ
ネ
ッ
ト
・
は
が
き
作
成

　

将
棋
対
局
体
験
指
導

　
野
外
ラ
イ
ブ
コ
ー
ナ
ー　

 

　

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

い
け
ば
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

吹
奏
楽
演
奏

　

新
舞
踊
・
盆
踊
り

　

ダ
ン
ス

　

沖
縄
民
謡
発
表

 

地
域
文
化
祭

　
　
（
地
域
単
位
で
開
催
し
ま
す
）

　
開
催
期
間

　

 

10
月
26
日
（
土
）
～
11
月
3
日
（
日
）

　
　
　
　
（
10
月
28
日
（
月
）
休
館
）

　
会
場

　

 

東
部
・
西
部
・
北
部
各
公
民
館
を
中

 

心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。　
　



　

館
林
市
文
化
協
会
と
の
研
修
交
流
は

令
和
六
年
六
月
二
日
（
日
）
～
三
日
（
月
）

の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
布
市
文
化
協
会
か
ら
は
大
内
輝
雄

会
長
以
下
十
九
名
（
九
団
体
）
が
参
加

し
吉
野
友
喜
氏
（
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ

部
主
任
）
の
同
行
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
日
目
、
六
月
二
日
（
日
）
は
午
前

九
時
出
発
で
首
都
高
速
・
東
北
道
を
経

て
群
馬
県
立
館
林
美
術
館
の
見
学
、
鬼

怒
川
温
泉
に
一
泊
、
翌
二
日
目
の
三
日

（
月
）
に
は
日
清
製
粉
ウ
ェ
ル
ナ
（
三
の

丸
芸
術
ホ
ー
ル
）
に
お
い
て
研
修
交
流

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
交
流
会
は
館
林
市
文
化
協
会

会
長
の
櫛
部
紘
基
会
長
並
び
に
関
係

役
員
と
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課

職
員
の
細
谷
主
任
の
出
席
が
あ
り
、

館
林
市
の
文
化
協
会
活
動
に
つ
い
て

の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
協
会
活
動
の
た
め
の
事
務

局
は
教
育
委
員
会
が
所
管
し
て

お
り
、
加
盟
団
体
数
五
十
五
団
体

（
八
百
五
十
七
名
）
加
え
て
近
隣
地
区

（
両
毛
五
市
吟
詠
剣
舞
交
流
・
東
毛
地

域
二
市
五
町
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

で
合
同
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
祭
は
教
育
委
員
会
が

館
林
市
芸
術
文
化
祭
運
営
委
員
会
委

員
と
し
て
三
十
五
名
を
委
嘱
し
実
施

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

調
布
市
文
化
協
会
か
ら
は
榎
本
和

江
副
会
長
が
活
動
内
容
の
紹
介
を
行

い
、
出
席
者
の
自
己
紹
介
並
び
に
意
見

交
換
が
行
わ
れ
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

閉
会
後
は
里
沼
を
散
策
後
、
茂
林
寺
の

文
福
茶
釜
を
拝
観
し
、
往
路
と
同
様
に

東
北
道
を
経
て
調
布
に
戻
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
復
路
に
お
い
て
は
若
干
の

雨
に
も
遇
い
ま
し
た
が
無
事
に
文
化
会

館
た
づ
く
り
に
戻
っ
て
来
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
解
散
時
に
は
雨
も
晴
れ
て

の
帰
宅
と
な
り
ま
し
た
。
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館
林
市
は

関
東
地
方
の

ほ
ぼ
中
心
部
、

群
馬
県
南
東

地
区
で
首
都

東
京
か
ら
約

七
十
km
位
の

圏
域
に
あ
り

ま
す
。

　

文
化
財
等
で
は
正
田
醤
油
正
田
記
念
館
、

茂
林
寺
沼
及
び
低
湿
原
等
多
数
有
し
て
お

り
、
名
勝
旧
跡
等
現
存
し
て
い
る
人
口

七
万
五
千
人
の
館
林
市
文
化
協
会
と
の
交

流
で
す
。

　

館
林
市
文
化
協
会
は
館
林
市
及
び
文
化

協
会
共
催
事
業
と
し
て
運
営
。

　

十
三
事
業
を
加
盟
団
体
や
関
係
団
体
が

主
管
と
な
っ
て
市
民
の
文
化
の
祭
典
が
行

わ
れ
て
お
り
、

中
で
も
郷
土
芸

能
発
表
等
の
貴

重
な
発
表
会
も

あ
る
事
を
伺
い

ま
し
た
。

　

両
市
よ
り
配

布
さ
れ
た
小
冊
子
、
資
料
等
の
説
明
の
後

に
、
参
加
者
の
自
己
紹
介
が
あ
り
、
忌
憚

の
な
い
質
問
等
々
進
行
係
の
手
際
の
良
さ

で
二
時
間
程
で
の
交
流
を
終
了
。

　

大
変
有
意

義
な
交
流
会

に
参
加
出
来

ま
し
た
事
に

感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

群
馬
県
館
林
市
文
化
協
会
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

研
修
交
流
会

　

研
修
交
流
会
に
参
加
し
て

 

歌
謡
同
好
会
連
盟　

嶋
谷　

降
治　
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念
願
の
木
島
平
村
交
流
会
へ
の
参
加

で
す
。

　

早
朝
、
市
庁
舎
脇
に
集
合
で
定
刻
六

時
半
出
発
、
中
央
高
速
利
用
の
バ
ス
か

ら
の
眺
め
は
ア
ル
プ
ス
の
峰
々
に
今
年

の
夏
の
暑
さ
に
も
耐
え
た
残
雪
の
景
色

が
爽
や
か
で
と
て
も
素
晴
ら
し
く
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

予
定
通
り
木
島
平
多
目
的
ホ
ー
ル
に

到
着
し
昼
食
、
交
流
懇
親
会
の
始
ま
り

で
す
。

　

地
場
産
の
食
材
を
メ
イ
ン
に
し
た
昼

食
は
味
覚
、
食
感
の
違
い
が
感
じ
ら
れ

て
大
満
足
で
し
た
。

　

交
流
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
出
席
者
紹

介
が
有
り
、
い
よ
い
よ
舞
台
発
表
で
、

カ
ラ
ス
踊
り
保
存
会
、
二
胡
の
会
、
木

島
平
を
音
楽
で
盛
り
上
げ
隊
の
グ
ル
ー

プ
、
我
が
調
布
市
側
か
ら
は
会
長
の
尺

八
演
奏
、
民
謡
舞
踊
好
友
会
皆
さ
ん
の

新
舞
踊
の
発
表
、
さ
ら
に
指
導
を
い
た

だ
い
て
全
員
で
カ
ラ
ス
踊
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

夕
食
を
早
目
に
切
り
上
げ
て
メ
イ
ン

と
な
る
「
第
三
十
四
回
調
布
市
文
化
協

会
・
木
島
平
村
芸
術
文
化
協
会
文
化
交

流
」
の
夏
祭
り
盆
お
ど
り
参
加
で
す
。

　

お
盆
休
み
を
利
用
し
お
子
さ
ん
親
御

さ
ん
実
家
の
方
々
、
村
中
の
皆
さ
ん
が

夜
店
屋
台
、
盆
踊
り
の
櫓
の
廻
り
は
溢

れ
返
っ
た
様
子
で
す
。

　

や
が
て
調
布
市
市
長
、
木
島
平
村
村

長
の
挨
拶
が
あ
り
い
よ
い
よ
打
ち
上
げ

花
火
で
す
。
見
上
げ
た
大
き
な
花
火
の

脇
に
三
日
月
が
と
て
も
美
し
く
目
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

帰
り
に
は
木
島
平
村
の
朝
ど
り
ナ
ス

等
を
頂
戴
し
皆
さ
ん
無
事
に
調
布
帰
着

致
し
ま
し
た
。

　

役
員
の
皆
様
、
お
手
伝
い
の
方
々
大

変
お
世
話
様
で
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

調
布
市
三
曲
協
会　

橋
本　

洋

　
　
　
　

木
島
平
村
芸
術
文
化
協
会
と
の
交
流
会
に
参
加
し
て

　

八
月
十
日
（
土
）、
十
一
日
（
日
）

と
木
島
平
村
芸
術
文
化
協
会
と
の
交

流
会
は
総
勢
二
十
一
名
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
文
化
協
会
の
役
員
と
な

り
、
木
島
平
の
事
務
局
の
方
と
の
や
り

取
り
、
又
ホ
テ
ル
や
バ
ス
の
手
配
、
し

お
り
の
作
成
・
買
出
し
等
々
盛
り
沢
山

の
作
業
の
中
で
の
役
員
の
方
々
の
連

携
の
良
さ
を
経
験
致
し
ま
し
た
。

　

当
日
朝
六
時
二
十
五
分
に
出
発
し
、

十
二
時
に
到
着
の
後
、
木
島
平
村
若
者

セ
ン
タ
ー
に
て
木
島
平
の
皆
様
に
心

良
く
迎
え
て
い
た
だ
き
、
昼
食
を
取
り

な
が
ら
の
交
流
会
。
お
互
い
に
芸
能
発

表
の
交
流
の
後
、
木
島
平
村
の
村
歌
、

調
布
市
歌
で
エ
ー
ル
を
交
わ
し
、
カ
ラ

ス
踊
り
の
練
習
。
夜
の
盆
踊
り
で
は
楽

し
く
汗
を
流
し
ま
し
た
。
最
後
に
大
き

な
花
火
が
夜
空
い
っ
ぱ
い
に
あ
が
り
、

大
歓
声
の
中
、
終
了
。

　

翌
朝
、
木
島
平
の
皆
様
に
見
送
ら
れ

な
が
ら
無
事
故
で
帰
っ
て
来
る
事
が

出
来
、
大
変
良
か
っ
た
で
す
。

調
布
市
文
化
協
会　

是
永　

志
津
子
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マ
ス
ク
を
外
し
た
笑
顔
の
参
加
者
さ
ん
達

　

う
っ
す
ら
と
花
の
香
り
漂
う
会
場
で
の
レ
ッ
ス
ン

　

い
け
ば
な
は
初
め
て
と
言
う
人
も
形
づ
い
て
ゆ
く
自

分
の
作
品
に
緊
張
し
て
い
た
顔
も
綻
び
だ
す
。

　

最
後
に
「
こ
れ
っ
て
花
屋
さ
ん
で
買
う
と
四
～

五
〇
〇
〇
円
は
す
る
よ
ネ
」
っ
て
御
満
悦
で
お
持
ち
帰

り
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
全
員
が
市
報
を
見
て
の
参
加

者
さ
ん
達
で
し
た
。

　

お
力
添
え
頂
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
、
お
世
話
に

な
り
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
恒
例
の
実
技
講

座
「
囲
碁
入
門
」
を
五
～

六
月
の
三
回
に
わ
た
り
開

催
、
囲
碁
の
歴
史
、
囲
碁

界
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
の

基
礎
知
識
の
ほ
か
、
囲
碁

の
基
本
ル
ー
ル
を
習
得
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
講
座

終
了
ま
で
に
参
加
者
全
員
が
十
三
路
盤
で
の
実
践
対

局
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

実
技
講
座
修
了
者
の

多
く
が
、
日
本
棋
院
調

布
支
部
「
囲
碁
教
室
」

や
、
く
す
の
き
囲
碁
教

室
で
囲
碁
学
習
を
継
続

し
て
い
ま
す
。
囲
碁
仲

間
が
増
え
た
こ
と
を
関

係
者
一
同
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
藤
井
聡
太
の
活
躍
も
有
り
今
期
は
特
に
男

性
女
性
の
大
人
の
参
加
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
三
日
間
の
勉
強
も
ほ
と
ん
ど
出
席
さ
れ
最
後

の
日
は
、
プ
ロ
の
将
棋
九
段
の
中
村
修
先
生
の
ご
指

導
も
有
り
大
変
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
一
同
は
、
こ
の
勉
強
会
に
対
し
て
は
、
心

を
団
結
し
、
一
人
で
も
多
く
の
参
加
者
の
た
め

に
個
別
に
案
内
状
を
出
し
た
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
た
り
し
て
将
棋
の
面
白
さ
を
、

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
努
力
致
し
ま
し
た
。

　
　

 

花
と
遊
ぶ

　
　

調
布
市
い
け
ば
な
連
盟　

鈴
木　

康
子　

　

     

囲
碁
入
門

調
布
囲
碁
連
盟　

遠
藤　

和
宏　

　
　

 

初
心
者
の
為
の
将
棋
講
座
を
終
え
て

調
布
市
将
棋
連
盟　

元
木　

勇　

実 技講座

実技講座

実技講座
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今
回
は
民
謡
を

知
ら
な
い
初
め
て

の
市
民
の
方
を
対

象
と
し
た
講
座
で

し
た
。

　

三
味
線
と
尺
八

の
伴
奏
で
唄
い
方

な
ど
を
教
え
ま
し

た
。
お
稽
古
が
進

む
に
つ
れ
、
参
加

し
て
い
る
方
々
の

笑
顔
も
増
え
、
民

謡
の
唄
い
方
を
覚

え
て
い
く
様
子
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

講
座
が
終
わ
る
頃
に
は
課
題
曲
で
あ
る
「
黒
田
節
」

と
「
真
室
川
音
頭
」
を
音
の
高
さ
を
含
め
舞
台
で
も

唄
え
る
ま
で
に
な
っ
た
事
を
心
か
ら
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。

　

文
化
祭
で
は
、
民
謡
を
一
般
参
加
で
出
演
し
て
も

ら
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

調
布
市
民
謡
舞
踊
好
友
会
は
六
月
四
日
と
十
一
日

の
二
日
間
、
盆
踊
り
の
実
技
講
習
を
致
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
盆
踊
り
曲
は
七
月
の
前
に
教
え
て
下
さ
い

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
講
座
曲
は
「
東

京
音
頭
」「
炭
坑
節
」「
調
布
音
頭
」「
火
の
国
太
鼓
」

の
四
曲
で
す
。
講
師
は
好
友
会
の
会
主
さ
ん
方
が
か

わ
る
が
わ
る
指
導
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
二
日
間
で

約
五
十
名
の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。
中
に
は
盆
踊
り

初
め
て
で
す
と
い
う
方
も
い
ま
し
て
、
教
え
る
方
も

熱
が
入
り
ま
し
た
。

休
憩
を
は
さ
ん
で
、

あ
っ
と
い
う
間
の
一

時
間
半
が
過
ぎ
ま
し

た
。
盆
踊
り
は
形
に

こ
だ
わ
ら
ず
楽
し
く

踊
っ
た
ら
良
い
で
す

と
申
し
上
げ
る
と
、

ま
た
お
願
い
し
ま
す

の
声
が
あ
り
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
講

習
会
で
し
た
。

　

文
化
協
会
初
の
幼
児
向

け
講
座
を
担
当
し
ま
し

た
。

　

手
先
の
動
き
で
脳
を
活

性
化
さ
せ
た
後
、
リ
ズ
ム

に
合
わ
せ
て
ス
テ
ッ
プ
を

踏
み
、
親
子
で
歌
い
な
が

ら
踊
る
流
れ
で
進
行
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
生
の
歌
に
合
わ
せ
て
た
く
さ
ん

身
体
を
動
か
せ
た
」「
友
達
と
楽
し
く
過
ご
せ
た
」「
綺

麗
な
歌
声
に
癒
さ
れ
、
親
子
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご

せ
た
」「
触
感
、
視
覚
、
聴
覚
を
養
え
る
素
敵
な
時

間
だ
っ
た
」
と
の
嬉
し
い
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
楽
し
ん
で
く
れ
て
、
と
て
も
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

 　
   

み
ん
な
で
楽
し
い
民
謡　

黒
田
節
真
室
川
音
頭

　
　

調
布
市
民
謡
連
盟　

近
藤　

栄
一　

 　

   

皆
ん
な
で
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う

　
　

調
布
市
民
謡
舞
踊
好
友
会　

伊
藤　

京
子　

　
　

 

か
ら
だ
で
あ
そ
ぼ
う

調
布
洋
舞
協
会　

富
田　

雅
美　

実 技講座

実技講座

実技講座



演
　
題  

　 「
江
戸
時
代
の
暦–

大
小
暦
を
読
み
解
く–

」

講
演
者　

 

中
澤　

伸
弘　

氏　

博
士
（
神
道
学
）

 

都
立
高
校
非
常
勤
講
師

 

國
學
院
大
学
兼
任
講
師

日
　
時 

令
和
七
年
二
月
十
三
日
（
木
）　

午
後
二
時
～

会
　
場 

調
布
市
文
化
会
館
た
づ
く
り　

八
階　

映
像
シ
ア
タ
ー

　

暑
い
夏
を
経
て
文
化
祭
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
各

団
体
の
前
半
の
活
動
を
中
心
に
掲
載
致
し
ま
し
た
。

後
半
の
活
発
な
活
動
を
祈
念
し
ま
す
。

　

井
上　

正
昭　

調
布
市
文
化
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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●  

編
集
後
記  

●

■ 

生
涯
学
習
講
演
会
の
ご
案
内 

■

事業名 実施団体 回
数 時間実施日 実施場所

初心者のための詩吟講座

あなたも大正琴を
　　　弾いてみませんか

原色で描く水彩画

調布市
吟剣詩舞連盟

調布市大正琴連盟

調布市美術協会

3

2

2

13:30 〜 15:30

13:30 〜 15:30

13:30 〜 16:00

10月  5日（土）

10月12日（土）

10月19日（土）

11月24日（日）

12月  1日（日）

2025年　1月23日（木）

1月30日（木）

305会議室

1001 学習室

1001 学習室

2024年度　実技講座　後期実施予定 

　

初
級
・
中
級
者
を
対
象
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

カ
ラ
オ
ケ
を
基
本
を
忠
実
に
底
辺
の
拡
大
を
計

る
事
が
目
的
で
あ
り
ま
す
。

　

講
座
で
は
ス
ト
レ
ッ
チ
で
充
分
に
身
体
を
温

め
て
か
ら
発
声
・
呼
吸
法
・
言
葉
の
意
味
等
表

現
や
楽
譜
を
正
確
に
唄
う
事
を
中
心
に
歌
唱
法

の
指
導
を
し
ま
し
た
。

　

課
題
曲
は
⑴
愛
燦
燦
・
⑵
青
葉
城
恋
唄　

そ

の
内
容
は
一
小
節
か
ら
二
小
節
の
短
い
節
を
く

り
返
し
何
度
も
続
け
て
一
曲
を
完
成
で
す
。

 　
　
カ
ラ
オ
ケ
実
技
講
座　

初
級
・
中
級

調
布
市
歌
謡
同
好
会
連
盟　

嶋
谷　

隆
治　

実 技講座


